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令和４年 ６月２７日

「和歌山下津港長期構想検討委員会(第４回)」の開催について

和歌山下津港では、前回の港湾計画改訂(平成9年)から20年以上が経過し、その間、京奈

和自動車道や阪和自動車等の高速道路の延伸をはじめとする物流環境の変化、船舶の大型

化や港湾周辺の用地不足など港湾利用ニーズの変化、また、南海トラフ巨大地震発生の危

険性や台風の激甚化をはじめとする自然災害リスクの高まりなど、当港を取り巻く環境は

大きく変化している状況であり、こうした変化に対応するためには早急に港湾計画を改訂

する必要があると考えています。

このため、港湾計画の改訂に向けて、概ね20～30年先の将来像を描き、今後の港湾整備

のあり方について幅広い分野の有識者および関係者からご意見を伺うため、一昨年の１１

月に「和歌山下津港長期構想検討委員会」を立ち上げ、３回の委員会を開催し、ご意見を

いただいたところです。このたび、当委員会での意見や周辺企業等へのヒアリング結果、

パブリックコメントの結果を踏まえ、当港の将来像、施策の展開方向や空間利用等をまと

めた「和歌山下津港長期構想」の最終案等についてご意見を伺うため、「和歌山下津港長

期構想検討委員会(第４回)」を下記のとおり開催しますので、お知らせします。

記

１．日 時 令和４年６月３０日（木）１３：３０から（2時間程度）

２．場 所 アバローム紀の国 ２階 鳳凰の間（和歌山市湊通丁北２丁目１－２）

３．委 員 別紙名簿のとおり

４．委員会の傍聴及び取材に関して

傍聴定員：１０名

傍聴手続：（１）傍聴をご希望の方は、当日１２時３０分から１３時１０分まで

の間に会場へお越しください。申請用紙をお渡ししますので、

必要事項をご記入のうえ、申請してください。

（２）申請者が定員を超えた場合は、抽選となりますので、ご了承く

ださい。

取 材 等：テレビ撮影、写真撮影、録画及び録音は前撮りまでとさせていただき

ます。

ご協力の程よろしくお願いします。

※新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、マスク着用をお願いします。

【問合せ先】

和歌山県 県土整備部 港湾空港局

港湾漁港整備課 田原・中村

TEL:073-441-3157 FAX:073-433-4839



                      （別紙） 
 
和歌山下津港長期構想検討委員会委員名簿 

                                                                         令和４年 ６月  
（順不同・敬称略） 

区 分 氏 名 所      属 職  名 

学識経験者 

 

 

  

   

須野原 豊 一般社団法人ウォーターフロント協会 理事長 

小池 信昭 和歌山工業高等専門学校 環境都市工学科  教授 

宮川 智子 和歌山大学システム工学部 システム工学科  教授 

今西  珠美 流通科学大学商学部 経営学科 教授 

藤本 迪也 一般財団法人和歌山社会経済研究所 研究員 

港湾関係者 

  

  

  

  

小林 道明 和歌山県海運組合  理事長 

平野 眞幸 和歌山港運協会  会長 

根矢 一義 和歌山県倉庫協会 会長 

渡邉 浩章 和歌山下津水先区水先人会 会長 

木下 雄 和歌山県漁業協同組合連合会 代表理事会長 

港湾利用者 

 

  

  

  

  

  

  

  

平野 眞幸 和歌山商工会議所 港湾活性化委員会 委員長 

佐久間 雄一郎 海南商工会議所 参与 

若林 睦弘 下津町商工会  専務理事 

小髙 清孝 紀州有田商工会議所 常議員 

    島 三博 和歌山県機械金属工業協同組合 理事 

三宅 克之 和歌山県鉄構工業協同組合連合会 理事長 

   中谷 友紀 和歌山県木材協同組合連合会    副会長 

   谷﨑 彰男 和歌山化学工業協会 理事 

小林 敏二 近畿旅客船協会 理事 

関係市 

  

  

越智 健吾 和歌山市 副市長 

塩﨑 貞男 海南市 副市長 

田代 利彦 有田市 副市長 

国の機関 

  

  

  

泉野 俊信 近畿運輸局 和歌山運輸支局 支局長 

山下 雄一郎 和歌山海上保安部 部長 

豊口 佳之 近畿地方整備局 企画部 部長 

上原 修二 近畿地方整備局 港湾空港部 部長 

和歌山県 福本 仁志 和歌山県 県土整備部 部長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 山本 貴弘 国土交通省 港湾局 計画課 港湾計画審査官 

 


